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1 はじめに

1.1 本書について
本書では、Magic eDeveloper V10 によるサンプルアプリケーションを通して、Magic eDeveloper V10 の持つ機

能を生かした、「Magicらしい」アプリケーションの作り方を説明するものです。

本書に添付されているサンプルアプリケーションは、本書に先立って公開された、「Magic eDeveloper V10 コー

ディングサンプル１、受注入力デモ MS-SQL マルチユーザ対応版」で使ったサンプルをほぼ同様の機能を持つ

ものですが、以下のような改良を加えました。

 コンポーネントの活用： コンポーネントの機能を使うことにより、リポジトリの再利用性が大きく向上します。

本書のサンプルはコンポーネントにするまでもない小規模なものですが、コンポーネントの活用法を示す

サンプルとして、あえてコンポーネント化しています。大規模なアプリケーションであっても、同様の基本

形のままコンポーネント設計を行うことができます。

 モデルの活用： モデルはアプリケーション中の共通オブジェクトを定義することにより、開発時の生産性

を向上できるとともに、オブジェクト定義の変更を行うときには、変更に伴う波及を大幅に自動化すること

ができ、保守性が向上します。本書のサンプルでは、データ定義のプロトタイプとしてのモデルを使うこと

はもちろん、GUIのフォーム・コントロール類にも徹底的にモデルを活用するようにしました。

 イベント指向プログラミングの活用： Magic eDeveloper V10 では、従来のレコードメインによるフロー指向

のプログラミングは旧バージョンの互換性のためにのみ残されており、代わってイベント指向のプログラミ

ングスタイルで開発をしていきます。イベント指向のプログラミングとは、「何かが起こった（イベントの発

生)」場合には「これこれを行え(ハンドラ定義)」というパターンによりプログラミングを設計してゆく方法で

あり、多様なユーザインターフェースのバリエーションを実現するために不可欠なものです。これにより、

プログラムが簡略化され、すっきりとして見通しがよくなります。

本書とサンプルにより、Magic eDeveloper V10 の持つ高い生産性と保守性を最大限生かしたアプリケーション

設計の指針としていただければ幸いです。

なお本書はサンプル・説明とも Magic eDeveloper V10 を用いていますが、ほとんどの場合 V9 ですでに導入さ

れている機能を使っているので、V9 および V9Plus でも同じ考え方をほぼそのまま応用することができます。
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1.2 対象とする読者

本書の読者は、Magic eDeveloper V10 の基本的な操作・設定等についてすでによく知っていることを前提にし

ています。また、SQL データベースを使った Magic システム開発についても理解していることを前提にしていま

す。

これらの前提知識については、以下の書籍が参考になります。いずれも、弊社ホームページよりダウンロード

することができます。

書籍名 内容

Getting Started V10 Magic eDeveloper V10 を始めて利用される方を対象に、スタンドアロンのオンラインア

プリケーションをステップバイステップで作りながらMagic の基本を学んでいきます。

Magic の初歩から、タスクの動作、フォームの設計、データソースの定義、イベント指向

エンジン、1 対 1リレーション、1 対多リレーション、バッチタスク、帳票印刷、メニュー作

成までを学びます。

Magic eDeveloper 

V10 チュートリアル

SQL 編

本チュートリアルでは、SQL データベースを使って Magic アプリケーションを作成する

ための基本事項を勉強します。SQL データベースとしては SQL Server 2005 を使い、

インストール、Magic のデータベースの設定、データソースリポジトリの扱い、Pervasive 

からの移行、ロックとトランザクション、一時ファイルを使ったプログラミング手法などに

ついて学びます。

Magic eDeveloper 

V10 コーディングサン

プル

本書はより本格的なアプリケーションに近い Magic アプリケーションのコーディングサ

ンプルです。Getting Started V10、Magic eDeveloper V10 チュートリアル SQL 編を終

了し、より上級の Magic開発者となることを目指している方を対象にしています。
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2 サンプルの設定方法

2.1 前提条件

本書に添付のサンプルアプリケーションは、以下の環境でご利用ください。

Magic バージョン Magic Studio V10 (Ver. 10.1SP2 以上)

DBMS Microsoft SQL Server 2005 Express Edition

本書では、サンプルデータベースを Microsoft SQL Server 2005 Express Edition に作成して説明しています。

他の DBMS上に作成することも可能ですが、その場合には本書に書いてある内容と一部表示や動作などが異

なる場合があります。

サンプルアプリケーションは Magic Studio V10 体験版でも利用できるようになっています。Magic Studio V10 製

品版をお持ちでない読者は、弊社ホームページなどより体験版を入手してインストールしてください。

Magic Studio V10 のインストールにあたって

は、利用する DBMS のゲートウェイも同時に

インストールしてください。標準のインストール

では、Microsoft SQL Server や他の SQL デー

タベースのゲートウェイはインストールされま

せんので、カスタムインストールでインストー

ルコンポーネントを選択します。
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2.2 データベースの作成

サンプルデータを格納するデータベースは、既存のものを使ってもよいのですが、他のアプリケーションのデー

タとの混同を避けるために、新たにデータベースを作成しておくことをお勧めします。

例えば、SQL Server 2005 Express Edition 

であれば、Microsoft SQL Server 

Management Studio を使い、データベース

を新たに作成することができます。

データベース ノードでポップアップメニュー

から 新しいデータベース(N) を選びます。

適当なデータベース名 (例えば、

ED_SAMPLE2) を設定します。

サンプルデータのみを使う場合、データベー

スファイルサイズはデフォルトのままでOK

です。

指定した名前でデータベースが作成され

たことを確認します。
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2.3 サンプルアプリケーションの解凍
添付のサンプルは ZIP形式として提供されているので、解凍プログラムにより解凍してください。解凍先はいず

れのディレクトリでも構いません。本書では、C:\Magic\v10_coding_sample2_app というディレクトリに解凍したも

のとして説明します。

解凍すると、以下のようなディレクトリ構造ができます。

各ディレクトリには以下のようなファイルが格納されています。

サブディレクトリ名 内容

COMPONENTS 各プロジェクトをキャビネット(ECFファイル)化し、コンポーネントとしたもの。また、対応す

るコンポーネント定義ファイル(ECIファイル)も格納されています。

ED_COMMON 共通コンポーネントのプロジェクト ソースファイル

ED_DATA データ定義コンポーネントのプロジェクト ソースファイル

ED_HOST コンポーネントの全体を取りまとめるコンポーネント ソースファイル。実行時にはこのコン

ポーネントから起動します。

ED_JUCHU 受注プログラムを定義したプロジェクト ソースファイル。

ENV 環境設定ファイル類。

Picture アプリケーションで参照するイメージファイル。

Text サンプルデータファイル (テキストファイル形式)

xml XML形式の受注データサンプル。
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2.4 データベーステーブルの設定

サンプルアプリケーションでは、データベースとして ED_SAMPLE2 という名前のデータベースを使います。デー

タベーステーブルを開き、新規行を作成して、次のように設定してください。

欄 設定内容

名前 ED_SAMPLE2 

データソースタイプ D=DBMS

DB名 DBMS に応じた設定をしてください。SQL Server の場合には、2.2 データベースの作成 

で作成したデータベース名を指定します。Pervasive の場合には、指定の必要はありま

せん。Oracle の場合には、DB名欄には指定せず、データベース特性の データベースサー

バ 欄にサーバを指定します。

位置 指定しません。

データベースの設定時には、SQL(Q) タブの テーブルの存在チェック にチェックを入れてください。これは、サン

プルデータをテキストからインポートする時に必要となります。いったんデータをインポートした後には、このフラ

グをはずしても構いません。
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2.5 論理名の設定

サンプルでは、ED_ROOT という論理名を使っています。この論理名は、サンプルファイルを解凍したディレクト

リを指定します。コンポーネント、環境設定ファイル、イメージファイルなどは、すべてこの論理名を参照します。

実行名 の最後に、「￥」記号を入れるのを忘れないでください。
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2.6 アプリケーションの起動

2.6.1 プロジェクトファイルを開く

アプリケーションを起動するには、ED_HOST ディレクトリの ED_HOST.edp ファイルをダブルクリックするか、ある

いは Ｍａｇｉｃ Studio を起動してから プロジェクトを開く(O) メニューにより、このプロジェクトファイルを指定して

開いてください。

2.6.2 プロジェクトを実行する

プロジェクトを実行するには、Magic Studio で デバッグ(D) → プロジェクトの実行(J) を選択するか、あるいは 

Ctrl+F7 キーを押します。

実行モードになり、初期メニューが表示されます。
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サンプルアプリケーションのフォームは SVGA (解像度 1024x768ピクセル) を基準にして設計されて

います。実行時には SVGA以上のディプレイを使用し、Magic のウィンドウを最大化して利用してくだ

さい。
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2.7 サンプルデータのインポート

アプリケーションを実行開始したら、最初にサンプル

データを DBMS にインポートしましょう。

実行画面のメニューから スペシャル → サンプルデー

タ入力 を選択してください。確認画面が出ますので、

はい(Y) を押します。これでデータが初期化されます。

正しくデータがインポートされたかを確認するために、

最初のメニュー画面に戻り、マスタメンテナンス → 顧

客マスタ照会 などによってデータ内容を確認してくだ

さい。

次の図は、顧客マスタ照会画面です。このように、レコードが登録されていればOKです。
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以上でサンプルアプリケーションの設定は終わりです。

キャビネットファイルからの起動について

Magic Studio 製品、あるいは Magic Client 製品をインストールしてある場合には、プロジェクトを開かずとも、

COMPONENTS ディレクトリの下にある ED_HOST.ecf キャビネットファイルを直接ダブルクリックすることにより

アプリケーションを開始することができます。

体験版の場合には、ライセンスの関係で、キャビネットファイルから直接起動することはできません。
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